








糸球体腎炎やネフローゼ症候群における進展・増悪因子として,免疫的因子(免疫担当細胞,

補体の membrane attack complex)と非免疫的因子(安定化フィブリン)をとりあげ，患者腎

組織における,それらの分布や局在を明らかにし,腎組織障害や臨床所見との対比を行った。

その結果,各種腎炎でマクロファージの浸潤や,membrane attack complex,安定化フイブリ

ンの沈着がしばしば認められ,腎障害の進展因子となっている可能性が示唆された。 


